
 

 

 
 
⚫ １－７．歩行（能力） 富田林市は「できない」が多い？ 

  

富田林市の業務分析データ（※）では、 

全国に比べて「できない」の選択が多い傾向にあります。 
 
（※）認定調査の各項目でどの選択肢を選んでいるかを、 

富田林市・大阪府平均・全国平均で比較できるデータ 

 

 

⚫ POINT！ 
 
１群－能力の項目は、試行が原則です。「普段は杖を使っている」や「車いすに乗っているから

歩けない」と聞き取っただけで判断してはいませんか？ 

例えば、室外では車いすを利用する方でも、室内の５ｍであれば連続歩行できる場合もあり

ます。 

安全に配慮し可能な範囲で実際に動作をしてもらい、日頃の状況も確認したうえで選択しま

しょう。 

 

⚫ 特記事項の書き方 

 

 

 

 

高齢介護課認定給付係 

令 和 ８ 年 ２ 月 

伝わりやすい特記事項の記入にご協力をお願いいたします。 
市町村によって解釈に違いがある場合があります。ご留意ください。 
富田林市高齢介護課 認定給付係 ☎ 0721-25-1000 （内線 178） 

１－７．歩行の定義は、 

「立った状態から継続して（立ち止まらず、座り込まずに）５ｍ程度 

歩くことができるかどうか」です。 

試行できなかった場合は、できなかった理由や状況を具体的に

「特記事項」に記載します。チェックは調査日から概ね過去１週間

のうちで、最も多く見られる状況や、日頃の状況で選択します。 

◎ わかりやすい例 

【選択】できない 

車いすを利用しており、歩行できるか確認するも、立位もとれないため 

確認動作はできなかった。家族から、普段も一歩も歩くことができない、 

と聞き取り「できない」を選択。 


